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【
議
案
第
17
号
】
南
島
原
市
森

林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　

使
い
道
に
何
か
決

ま
り
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

森
林
を
守
る
為
で

あ
れ
ば
何
に
で
も
使
え
る
。

【
議
案
第
27
号
】
令
和
元
年
度

南
島
原
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　
　
　
　

耕
作
放
棄
地
対
象

支
援
事
業
と
は
。

　
　
　
　

本
年
度
か
ら
市
単

独
で
実
施
し
て
い
る
事
業

で
、
伐
根
や
整
地
な
ど
が
対

象
。
補
助
額
は
10
ａ
当
た
り

15
万
円
、
１
ha
で
１
５
０
万

円
が
上
限
。

　
　
　
　

ス
マ
ー
ト
農
業
機

器
と
は
、
ど
う
い
う
機
器

か
。

　
　
　
　

ハ
ウ
ス
で
野
菜
を

最
適
な
条
件
で
育
て
る
た
め

に
温
度
、
湿
度
、
土
壌
の
水

分
量
や
二
酸
化
炭
素
な
ど
の

デ
ー
タ
管
理
を
す
る
機
器
。

　
　
　
　

河
川
の
嵩
上
げ
は

ど
こ
を
計
画
し
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　

井
龍
川
の
龍
石
川

と
の
合
流
部
か
ら
上
流
へ
１

㎞
を
計
画
し
て
い
る
。

【
認
定
第
３
号
】
平
成
30
年
度

南
島
原
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

　
　
　
　

１
万
円
の
奨
励
金

を
出
し
て
い
る
が
、
受
益
者

負
担
金
で
運
営
が
出
来
て
い

な
い
中
で
奨
励
金
を
出
し
て

い
い
も
の
か
。

　
　
　
　

下
水
道
の
工
事
が

終
わ
っ
た
後
、
早
期
に
接
続

を
お
願
い
す
る
と
い
う
目
的

で
こ
の
制
度
を
設
け
て
い

る
。

　
　
　
　

今
後
、
新
規
の
加

入
が
あ
ま
り
見
込
め
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
早
急

に
料
金
の
改
定
を
審
議
会
に

あ
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

当
然
料
金
の
改
正

等
に
つ
い
て
は
、
や
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
自
覚
し
て

い
る
が
、
来
年
度
企
業
会
計

に
移
行
し
た
段
階
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

【
認
定
第
５
号
】
平
成
30
年
度

南
島
原
市
水
道
事
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　

営
業
外
収
益
の
繰

入
金
は
企
業
会
計
に
な
っ
て

も
繰
入
し
て
も
ら
え
る
の

か
。

　
　
　
　

起
債
の
交
付
税
措

置
分
は
そ
の
ま
ま
も
ら
え
る

が
、
基
準
外
繰
入
に
つ
い
て

は
料
金
改
定
を
し
て
も
厳
し

い
と
思
っ
て
お
り
、
今
後
も

財
政
当
局
と
協
議
を
重
ね
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　

今
後
、
布
設
替
え

を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

昨
年
経
営
戦
略
を

策
定
し
た
が
、
今
後
10
年
間

で
20
億
ぐ
ら
い
の
事
業
は
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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主
な
質
疑

（
総
務
部
関
係
）

　
　
　
　

物
品
売
払
収
入
に

つ
い
て
、
旧
ウ
ィ
ン
バ
ロ
ウ

の
建
物
を
売
却
さ
れ
た
と
話

を
聞
い
た
が
、
入
っ
て
い
た

物
品
の
処
分
は
ど
う
さ
れ
た

の
か
。

　
　
　
　

活
用
で
き
る
も
の

は
、
所
管
課
で
片
づ
け
を
行

い
、
使
え
な
い
物
は
処
分
費

を
払
い
、
処
分
を
行
っ
た
。

（
地
域
振
興
部
関
係
）

　
　
　
　

い
ろ
ん
な
事
業
を

さ
れ
て
お
り
、
も
っ
と
知
ろ

う
南
島
原
な
ど
補
助
金
を
出

さ
れ
て
い
る
が
、
あ
と
の
検

証
は
ど
う
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

具
体
的
に
、
こ
の

事
業
で
こ
れ
だ
け
の
効
果
と

い
う
の
は
、
観
光
面
で
は
、

な
か
な
か
取
れ
な
い
の
で
、

イ
ベ
ン
ト
や
活
動
を
行
っ
た

際
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た

り
と
い
う
こ
と
で
、
今
の
と

こ
ろ
事
務
を
し
て
い
る
。

（
建
設
部
関
係
）

　
　
　
　

危
険
家
屋
の
除

去
、
リ
フ
ォ
ー
ム
関
係
の
説

明
で
、
39
件
と
あ
っ
た
が
、

内
訳
は
。

　
　
　
　

空
き
屋
の
解
体
補

助
が
24
件
、
機
能
向
上
リ

フ
ォ
ー
ム
が
９
件
、
３
世
代

同
居
・
近
居
促
進
事
業
が
６

件
、
合
わ
せ
て
39
件
で
あ

る
。

（
市
民
生
活
部
関
係
）

　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー
使

用
料
の
収
入
が
あ
る
が
、
ど

う
い
う
使
用
の
と
き
に
、
ど

う
い
う
人
た
ち
か
ら
、
い
く

ら
ぐ
ら
い
使
用
料
を
も
ら
う

の
か
。

　
　
　
　

主
な
も
の
と
し
て

は
、
有
家
保
健
セ
ン
タ
ー
に

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が
あ

り
、
そ
の
使
用
料
が

55
万
４
，
４
０
０
円
、
そ
の

他
の
使
用
料
で
、
２
万
２
，

６
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

（
水
道
部
関
係
）

　
　
　
　

浄
化
槽
の
整
備
設

置
事
業
の
中
で
、
不
用
額
が

３
，
１
７
１
万
円
ぐ
ら
い
出

て
い
る
が
、
中
身
を
教
え
て

ほ
し
い
。

　
　
　
　

浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
、
負
担
金
補
助
金
の
不

用
額
３
，
１
７
１
万
８
千
円

だ
が
、
当
初
、
整
備
計
画
を

１
７
８
基
程
度
で
や
っ
て
い

た
が
、
実
質
基
数
が
１
１
１

基
に
な
り
、
差
額
と
し
て
不

用
額
が
３
，
１
７
１
万
８
千

円
だ
っ
た
。

（
福
祉
保
健
部
関
係
）

　
　
　
　

児
童
扶
養
手
当
を

も
ら
え
る
制
度
を
、
詳
し
く

教
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　

基
本
的
に
、
生
計

が
同
一
か
ど
う
か
だ
が
、 

生

計
が
別
な
ら
ば
、
同
居
で
も

構
わ
な
い
。
児
童
扶
養
手
当

額
は
、
所
得
制
限
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
本
人
の
所
得

が
、
全
部
支
給
の
限
度
額
以

上
の
場
合
は
、
手
当
の
一
部

が
支
給
停
止
に
な
る
。
一
部

支
給
の
限
度
額
以
上
の
場

合
、
手
当
の
全
部
が
支
給
停

止
に
な
る
。

　

そ
の
後
、
反
対
討
論
が
あ

り
、
賛
成
討
論
は
な
く
、
起

立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

に
よ
り
、
認
定
第
１
号
は
認

定
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

質 

疑

答 

弁

質 

疑

答 

弁

質 

疑

答 

弁

質 

疑

答 

弁

質 

疑

答 

弁

質 

疑

答 

弁

農
林
水
産
・
建
設
委
員
長
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告

（
金
子
憲
太
郎
委
員
長
）

議
案
３
件
を
原
案
可
決
、
認
定
２
件
を
認
定

（
井
上
末
喜
委
員
長
）

認
定
第
１
号
「
平
成
30
年
度
南
島
原
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
を
認
定
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新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

設
・
運
営
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で

の
検
証
を
し
っ
か
り
行
い
、
よ
り

良
い
セ
ン
タ
ー
建
設
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
と
し
、
議
長
を
除
く
全

議
員
の
17
名
の
委
員
で
構
成
す
る

特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
委
員
の
任
期
は
、
現
議
員
の
任

期
と
し
、
設
置
期
間
は
、
目
的
終

了
ま
で
で
、
閉
会
中
に
お
い
て

も
、
継
続
し
て
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　［
委 

員 

長
］　
隈
部
　
和
久

　［
副
委
員
長
］　
金
子
憲
太
郎

　［
委
　
　
員
］　
中
村
　
哲
康

　［
委
　
　
員
］　
近
藤
　
一
宇

　［
委
　
　
員
］　
田
中
　
次
葊

　［
委
　
　
員
］　
小
林
　
知
誠

　［
委
　
　
員
］　
柴
田
　
恭
成

　［
委
　
　
員
］　
髙
木
　
和
惠

　［
委
　
　
員
］　
吉
田
幸
一
郎

　［
委
　
　
員
］　
松
永
　
忠
次

　［
委
　
　
員
］　
小
嶋
　
光
明

　［
委
　
　
員
］　
黒
岩
　
英
雄

　［
委
　
　
員
］　
中
村
　
久
幸

　［
委
　
　
員
］　
下
田
　
利
春

　［
委
　
　
員
］　
川
田
　
典
秀

　［
委
　
　
員
］　
吉
岡
　
　
巖

　［
委
　
　
員
］　
井
上
　
末
喜

「
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

に
つ
い
て
の
特
別
委
員
会
」
を

新
た
に
設
置

　
令
和
元
年
７
月
29
日
㈪
、

ザ
・
マ
ー
キ
ー
ズ
ホ
テ
ル
＆

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
、

第
８
回
島
原
半
島
市
議
会
議

員
合
同
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
講
師
の
全
国

市
議
会
議
長
会
滝
本
事
務
総

長
か
ら
「
市
町
村
議
会
の
現

状
と
課
題
」
と
題
し
て
、
地

方
議
会
を
巡
る
現
状
や
、
社

会
・
経
済
・
地
域
の
構
造
変

化
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治

と
市
町
村
議
会
に
求
め
ら
れ

る
課
題
や
、
地
方
議
会
を
活

性
化
す
る
方
策
な
ど
に
つ
い

て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
修
会
終
了
後
に
は
意
見

交
換
会
も
行
わ
れ
、
島
原
半

島
内
の
市
議
会
議
員
同
士
の

交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

島
原
半
島
市
議
会
議
員
合
同
研
修
会

長
崎
県
市
議
会
議
員
研
修
会
・
南
島
原
市
議
会
議
員
視
察
研
修

研修会の様子講演される全国市議会議長会　滝本事務総長

　
令
和
元
年
８
月
20
日
㈫
、

長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
（
長

崎
市
）
に
お
い
て
長
崎
県
市

議
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
長
崎
県
市
議
会

議
長
会
会
長
・
開
催
市
議
長

の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、「
地

方
議
会
改
革
に
何
が
問
わ
れ

て
い
る
の
か
」
を
演
題
に
法

政
大
学
廣
瀬
副
学
長
の
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
議
会
基
本
条

例
の
歩
み
や
、
制
定
す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
、
議
会
改
革
が
も
た
ら
す
メ

リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
翌
８
月
21
日
㈬
は
、
世
界
文
化
遺
産
「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜

伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
の
構
成
資
産
で
あ
る
、
外
海
の
出
津
集
落
と

大
野
集
落
（
長
崎
市
）
に
お
い

て
、
南
島
原
市
議
会
議
員
視
察

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
視
察
先
と
し
て
、
出
津
集
落

に
あ
る
ド
・
ロ
神
父
記
念
館
と

出
津
教
会
、
大
野
集
落
に
あ
る

大
野
教
会
堂
を
訪
れ
、
現
地
ガ

イ
ド
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成

資
産
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
、
保

全
の
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
の

説
明
を
受
け
、
詳
し
く
案
内
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

視察研修の様子

研修会の様子

井龍川


